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子どもの心の診療拠点病院事業   

いしかわ子どもの心のケアネットワーク事業  

石川県健康福祉部少子化対策監室  

子育て支援課  

子どもの心の問題に関する課題  
1．早期介入  

・⇒相談する適切な機関が不透明  

2．発達を踏まえた長期的継続的支援  

⇒医療1教育・保健1福祉などの連携  

包括的支援の視点の欠落  

3．専門性の高い人的資源の確保  

⇒点在する資源の活用、人材育成   



石川県における事業概要  
1．子どもの心の診療支援（連携）事業  

既存の医療機関の機能の分析  

医療機関の有機的な活用のネットワーク化   

⇒包括体制構築  

2．個別事例包括対応強化事業  

医療・教育・保健・福祉の相互的な連携の強化   

⇒子どもの心のケアネットワーク事務局のコーディネート  

機能の確立  

3．子どもの心の診療関係者等研修事業   

⇒専門相談担当者育成研修  

各地における支援事例検討会の開催による研修強化  

子どもの心の診療拠点病院ネットワーク機♯（医療機開機能）  

医療法人国立医車病 
（小児科）  

金沢大学  
子どものこころの鯵■科   

ホ院・診療所（精神科）   

一般ホ院・診療所（小児  

科）  
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チームで相談に対応します！  

手ともの心のケアネットワーク  

相醸毒・椙棚  
手ともの他のケアネットウーク  
ー桝  子ともの心の蓼■九点■隋  子

と
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1．椙鼓の受付  
（一珊・雷■■例）   

2．必千な対廠の捜肘   

3．濃切な筐■綱への   
紹介   

4．棚との■暮  
（■御包括事例株財嚢■  

正なと）  

5．事故のフォロー   

子
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書円柱の■い正椚  

専円柱の■い医師・心理士・保■印書  
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1．いしかわ子ともの心のケアネットワーク包括体制構築事業  

（1）包括体制ワーキング会♯の開催   

菓1匝I・事榔要説明  

・ネットワーク化に開する課題の整理   

第2匝l・ネットワークにおける包括システムの提示 及び  

課題の整理  

・医■機開における対応の現況  

①基幹病院からの報告  

②医■i滞に開してのマップ作りにおける株題   

第3固・ネットワークに関するパンフレット作成に関して  

・今後の事＃の具体的な進め方について  
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2．子ともの心の診♯関係者研修事業  

（1）支援事例検討会  

県保健福祉センター（保健所）を主体に地域で開催  

参集書：精神科医、小学校教員、保健師、児i相談所等  

（2）小児科・精神科医等関係者研修会  

平成21年3月実施  

子どもの心の問題概欄、疾患各韻および事例検討  

参集書：小児科医、精神科医、心療内科医、宇護師、  
教■、養護教諭、保育士、児童相談所、保健師、  
臨床心理士等 約120名  

（3）専門医及び専門相談担当者育成研修  

平成20年9月 人材育成セミナー 3名参加  

3．普及啓発、情報雇供事業  

①周知用パンフレット作成  

②出前講座開催 2回  
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朱文字は20年密から車庫。■文事は21年よから暮義手定  
一■、冊－、‘  

す  
・院内での閉篭意識を共有するため、院内広報珪を発行る  
・■山蘭と■■し、雛事■鷺の暮円■t濃暮しても与う  
・■■1の■▼t行っている■暮暮■との■撫し．■1の相互交遽モ行う  
・暮■暮濃・書手傷行■義■の心叫撞暮n★書棚杓に樽♯丁も  

・黒土1●■に書化したカンフナレンスt川内に■■すろ  

ー総合病院小児科や小児科問革医に、当院の機能を紹介する．  
・発達簿尊者童撞センターと、事例検討会を行い、より緊密な連携を行う  
・瑚大事■と袖し、暮切に■介・湖介モ行う  
・兄暮■断と土■に●貴書賂一輪書中の人陰や、▲憬入層中の  
鷺暮の■暮なaより暮切な1徽の醐モー■▼ろ  
・鶉■童■事檎なとか帥■暮のTtに軌も  

．ー，久■1眈ノヽ■山‘塁上L佃さm†恥仇ヽヽ瞞J耶J∵Tて＝■r闘ulu棚一舛．ヽ押 

・入院中の保穫者の茶拝金な 
・PDDなと付表的障害に特化した」乱数育セミナーを定例で閣催する．  

と 
■支■・i畿書の■  

・■■のホームページt暮●し、仙■のニーズに応える．  

・棚昆に対丁る■書的セミナー讐モ■≠すろ．   埠＃への鶉什  



■円匿・■円■1の不足  

書円医ヤー導陶地軸在   

・■t■、■t■の胃丁  

鰍不十舶   
・書円■■○●■○不一暮   
・■汁鶉■■○■■耶足   
・地■の書t■■○行州Otl   
・鞭打董■晰トナ■○緻▼tl   
・スクール椚ンセラー  

亭■鍛睾構幹事犀   

■小た蓼Iと暮｛鞘   

・年少蜘暮円■と書■■○書n■   
・■円■と－■t（■暮■）   

・■暮附士■センナーとt■   
・納サー書くT牡行暮池t暮   
・■書・…暮暮（…▲■〉と■轟   
・心t虞欄■暮（心榊）と■書  
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璃洩済鮒鱒操鞋鮮  

（羽酎時軋欄闇粗相）  21年2月121ヨ：集  
（蠣■■精匪5名．一、l  

・lるか 

． 

るもゐは何机  が必事か．■点ポ   
について自由に藷し合った．   

≠1：A先生（小児科開業E：鶉連■青鬼とキーのデイケア魯行っている）  

B先生（大攣輌絵小児神種村医：鶉遽■書兄を中心とした外糞■暮）  

C先生（大攣■験小児科医：不t繊・心■士鷺への母子携行■汝や遭■書法なと）  

D先生（大事鋼甜榊料t：中・嘉捜生書中心とした1■欄外棄、兄111麟斯■粍）  

E先生（れ場合輌鹸小児科医：心の印1への書口外凛捜■投）  

F先生（市内晃暮＋♯科開業■：鶉遭■書見が事い．♯■の欄♯も貴ける）  

G先生（市内蒐1書神料聞耳■：暮▼も行っている、保書簡舌■でのスグノーニンク）  

目先生（汁書兜／響の大鶴■柵牡i贅に帽■▼る兄上t対■にしたE暮糠■の精神科医）  

t先生（嘉■のせ合■瞳小児科医：撼が多い■瞳で母子に義点を当てている）  

司会：筆書（円山■★神科E書センター）  
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Å医師（小児科闊事雇）  

・ 千ともの心の■暮に換わろ書が暮蒙iこのような食■敗大王責儀膚い．  

・ ■の『■の一つは廿の連徽．もサーつは■書t持つ手とものt■簡の闊■．  

BE鱈（大学病儀小児神経科）  
・ 書口外集の予納書肌lつ肌l．積には事れ絆外で対応している．  

C先生（大学貞l島小児科心身症外来）  
・ 小鮒■●にて．手ともの心拍t書（2ヰ名城札ヽろが、なかなか論徽が出糞ないのか1嵐  

・ 1由として、ヰ■札鮒杓綿か軌l、卿暮が帆lということから、■の■■への繊介ガ主  
・ 鶉暮■暮の■■徽九で、枕■である内胴■か活■しているたゎ．闘士州ちれないケースが多い  

・ ■慮心1士への■★．知暮書暮の傭tなと電■■■鴨に鍍十したい．  

・ 暮暮■書先の暮の嘉枚が払ヽので、難事支轟か轟事である．  

DE緬（大学病院廿神科恩義欄外来）  
・ 事帥の手とものための■暮書か必暮  
・1●■班印tが■枇したPDD■が蓼い．→驚暮●♯料置に書見モ巾さたいが相隣しにくい  
・ 暮■の庁■批tもたら丁た●の■書的収フログラムttけろtがない  
・ 20暮以上の雛労の■tが舶．  
・ 徽■（■書跡の書円■）書が柵モーける●が燻しい．  

・ t▼■■、鼻楕、■■簡、傷●センターの方々切●加も必事．  

・ －t書棚■で子ともモ■暮してもよいという先生にも加わっても凱ヽたい．  

E先生（県北の総合病院小児料・専口外来を実施）  
ト ■■．OT、PTか少なく．■■に■力庸■ているのが■状．  

・ ■♯鞘での■■が小堺■によく分からない．  

・ －■小堺の先生の覆■か■●に軌臥■も安心事る．  
・】甜■■朋嘱■と食■の暮■●、事■■書が必事．  

F先生（児暮精神科閂灘E）  
・ 兄■・瞥見■の榊か雷くなっている印■か崩．  

・ 禰暮サt書の嶋■暮が▲り、暮i示で鐘充暮してい暑が■山市は暮●か靂れていろ．  

・ ●tでは、とこが中心となって■山■の■tモた■し．什■モ正和lるのか分からなかった．  

・ ■■九立ての出糞も心t士の義■が■■に罫書で舶．  
・ ■■の事■にウいてスクールカウンセラーとの蔓暮が必丁．  

・ 知的■書●向けの■書暮■、tけぎらの円tt■でも奪えてもらいたい．  

G先生（兄暮♯神科隋暮E）  
・ 鼻暮■Il網■や小柳■は、書棚におけもメンタルヘルス上の■ttlと、兄の鶉遽と員正の  

玉川t■っている．10年暮仕で見ると、■山■は■■上りも暮んでいると■じる．  

・ 事■●九・童暮の充暮に上軋暮暮■書t檜ちつつ●mlく覿脚朋沌と■縛丁ろ．  
■劇■は  ■閥応がで書軌ヽ●倉、■1杓な対ヰtしてほしい．  

お王いに■∩性モ暮め食う加．入…暮ケースモ1じての事Il桐の■≠が必雷である．  
ニ換■暮やt榊■■が食傷したケースなとの■暮■の支義モデルか作与れなければならない，  
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目先生（児童院：外来は7書lが就学前のPDD児。初診：500・｝600人ほど）  

・ 指定ttしている愴■■書冊治鵬憬の暮●に書カレてほしい．  
・ 手とも上り暮の支暮が疇同杓にも■しいので、支離する♯＃がほしい．  

・ 大きくなった抽■書モ持つ子ともの支牡か卦嘉  

l先生（K医大病院楕欄科）  
・ 舞暮■書に■与丁、緻▼や橿暮での書■簡かなく、モの結■■陰に書■簡モ求めて舌ていると■じる．  

・ 医書t■以外の±け1や欄t●■があると■楓は支わるのではないか．  

・ ♯点■洗に獣行廿■佃丁な入勅書モ求める．モれ以外にも研■の充★など．  
・緻▼■■・撤■■・兄上ll研なとの斤せ■■、■床心理士、クリニックなとの充豪が必丁。  

J先生（K市の稔台病院小児科）  
・ －よの小泉窮で、あ棚フィルターモかける．モのような事■モ暮めたい．  

・ ■■との連撫の同1（ハイリスク寛雇員つけるシステムがあるが、モの慎糧が錬書簡に伝わらない）  

・ 惰七井事すろための対応抽暮（■；■折が■書手嶋」）  

・ 医書書■、徽▼●■から緻▼■■への±け暮しの内■  

・ 戴事■2年は．■の榊とは暮う対応が罫書．響■王事♯tも見揮え、医書■■と像t書にすれが生じな  
いょうlこ対応t置■も事戯けれはならない．  

＝次■書が■く研うな兄暮へ．ショートステイなどの対応がで替る▲牧が必書，  

・ 母子■件の見可りは小黒科の投■．胃■の精神事臥一触小鬼網では暮しく、羊毛★して歎しい．  

・ 書且のメンタルヘルスもーり上げる必事がある．  

構討篭での総学討学  

●診断の均一化をめぐって  

・ 抄■がしっかりしていないと、対応が★わない．軽症にみえる兄の方か州杓にみると暮化すろ例もある．  

・ との書のアセスメントツールを用いるか．匡■ことの見方の■いがあるが、共書でさる仕組み作りが必f．  

●母子関係でみた時の親の支援  

・ 鶉遍■書同tは、机代の状況と瓢lつながりがある．手書て★鵬の降下．抜いきれない≠糧道事．本当   

に暮の1餉がしつかりしていろケースでは「手書て支士」でも対応で替る．  

・ とういうケースはと≠lう対応モーるか、支撫のモデル魯共■できろような仕組みが必暮．  

●地域格差の問題  

・ ■tの閂暮をtで共書し、協力するように努力する．  

●世代の移行による愚老の引き継ぎの問題  

●母親のメンタルヘルス、危機管理  

・ いすれもー■徽禅科Eへの櫨カー鴨が必事  

●一般小児科医への提案  

・ t初に舞濃■暮先に対応丁る・一触小児科医で、いかにスクリーニングしてもらうか．  

・ モこから暮円t■へ書書換王モ蒙わー．  

・ 小児鍋臣としてできる事（鯵■までの碍へのアプローチ専）を繊毛してもらいたい  
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